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私たちは、地域リハビリテーションを実践するグループです。 
理念：「心をこめ、保健・医療・福祉で、地域に貢献」 

 当グループは、山梨県笛吹市を拠点として、医療法人銀門会、
社会福祉法人寿ノ家、株式会社サンライフ寿、株式会社ケー・アー
ル・ジーの4法人で構成されています。現在は、山梨県の各地でリ
ハビリテーションを中心とした各事業を展開しています。 



甲州リハビリテーション病院の施設概況 
■病床数：１８６床 

■診療科目：リハビリテーション科・外科・整形外科・脳神経外科 
リウマチ科・内科・神経内科・循環器科・精神科・歯科 

■施設基準等 
  入院料 ：回復期リハビリテーション病棟入院料Ⅰ 

障害者施設等入院基本料、亜急性期入院医療管理料1  
  リハビリ ：脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ）・運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 

リハビリテーション充実加算、休日リハビリテーション提供加算 
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階 病床区分 機能区分 病床数

６階 ―
リハビリテーション室

（理学療法・作業療法・言語聴覚療法）
―

５階
療養病床

回復期リハビリテーション病棟

４５床

４階 ４６床

３階
一般病床

４６床

２階 一般障害者施設等入院基本料２、亜急性期病棟 ４９床

１階 ―

外来部門（検査、中央材料、歯科）

放射線部門・薬剤部門・管理部門

医療福祉相談室・高次脳機能障害者支援センター

―



センターの組織的位置づけ 
（平成22年4月26日設置） 

医療法人銀門会 

甲州リハビリテー
ション病院 

診療部 病棟部 
地域リハビリ広
域支援センター 

高次脳機能障害
者支援センター 

センター長：医師（院長兼務） 

支援Co：専任 社会福祉士１名 

●医師：常勤兼務（副院長 神経内科） 

●作業療法士：常勤兼務3名、非常勤兼務１名 

●言語聴覚士：常勤兼務１名 

●臨床心理士：常勤兼務１名 

社会福祉士：常勤兼務１名 

●看護師：常勤兼務２名 

総務担当：常勤兼務２名 

                             ●医療技術支援担当 

 

一宮診療所 

総合相談 

センター 

甲州ケア・ 

ホーム 
管理部 

機能 
相談支援 
普及啓発 
研修 

地域支援ネット
ワークの充実 



スタッフ間での課題共有 

センターにおける個別支援の流れ 

受付 

• 他機関からの紹
介、本人・家族
からの電話 

面接 

• 支援コーディ
ネーターによる
面接 

定例検討会 

• 原則週1回開催 
支援方法の検討 

支援 

• 定例面接による
本人・家族支援  
医師による専門
相談  作業療
法士、言語聴覚
士、臨床心理士
等による支援 

• 他機関との連絡
調整 

当事者（家族）・支援者間での 
課題共有 



センタースタッフ間の情報共有ツール 

• 毎週月曜日 12：40～13：00 

• 情報共有 確認等 ミーティング 

• 毎月第2月曜 13：00～14：00 

• 月例報告 進捗確認 その他 定例会 

• センターメンバーすべてがアカウント取得 

• 随時メールでの情報発信 相談 

 
社内LAN 



山梨県高次脳機能障害者支援センター 
活動状況 
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相談のべ件数の推移 
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相談支援 



相談者の状況 

のべ相談件数 

平成２４年度 のべ５１０件（＋１７３件 前年比151％） 
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12 

45 

12 

相談種別 

H24

213 

115 

182 

本人 家族 その他 

相談者：510件 

H24
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支援
機関
等 



対象者（116名）の状況 
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年代別 

H24 男 H24 女 H24 不明 
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40代・50代の働き盛りが4割以上!! 



18 

22 

10 

28 

6 

2 
1 

6 

3 

7 

3 

10 

脳
梗
塞 

脳
出
血 

く
も
膜
下
出
血 

交
通
事
故 

転
倒
・転
落 

ス
ポ
ー
ツ
事
故 

そ
の
他
の
事
故 

脳
炎 

低
酸
素
脳
症 

脳
腫
瘍 

そ
の
他
の
疾
患 

不
明 

発症原因：116名 
脳血管障害 

43.1％ 

脳外傷 
31.9％ 

交通事故によるも
のが突出！！ 
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そ
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症状（重複あり） 
H24

・盗癖 
・虚言癖 
・左半身麻痺 
・右半身麻痺 
・アルコール依存 
・薬物依存 
・視覚障害 
・味覚、嗅覚なし 

・失語（16） 
・頚椎損傷 
・顔面神経麻痺 
・聴覚障害 
・認知症 
・統合失調症 
・心疾患 
・糖尿病 
・てんかん 
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他の障害を併せ持った方  
62％ 
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発症から相談までの経過期間 
H24

13 

発症早期からの相談が多くなってきた。 

啓発活動に伴い、発症から相当期間経過した
方も多い。 
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【富士・東部保健所圏内】 
富士河口湖町４ 
富士吉田市６ 
大月市４ 
都留市１ 
上野原市１ 
山中湖村０／丹波山村０ 
西桂町０／忍野村０ 
鳴沢村０／道志村０ 
小菅村０  

計１６名 

【中北保健所圏内】 
甲府市２３／甲斐市４ 
中央市４／昭和町２ 

計３３名 

【峡東保健所圏内】 
笛吹市１６／甲州市４ 
山梨市４ 

計２４名 

【峡南保健所圏内】
市川三郷町１ 
富士川町２ 
南部町１ 
早川町０／身延町１ 

計５名 

【その他】 
県外６ 
不明１７ 

【中北保健所峡北支所圏内】
南アルプス市９／北杜市３ 
韮崎市３ 

計１５名 

平成２４年度  
実人員（１１６名）の分布 



普及啓発 

• 啓発活動 
・パンフレットの配布 約6,000部 
・ホームページの作成  
http://www.krg.ne.jp/rehabili/koujinou.html 

 
・研修会の開催 
 圏域研修 
   H24年度 4圏域（5回） のべ202名参加 
 県民一般向け研修 
   H24年度 11月17日開催 参加者110名 

    
   



平成24年度 研修会 開催状況 
実施日 内  容 参加人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/6 

7/20 

7/27 

8/10 

8/24 

高次脳機能障害者支援センター研修会 

１．診断・評価～高次の脳ってなんだろう？認知症とは違うの？ 

   神経内科医  市瀬祐一 

２．症状の理解～「何か気になる」けれど、何をどうみたらいいの？ 

   作業療法士  平原由梨子 

３．生活しやすくする工夫 

   ～「メモが使えない」のはなぜ？工夫の仕方をご紹介 

   言語聴覚士  石原徳子 

４．相談支援で大切なこと～制度が使えるようにはなったけれど・・ 

   社会福祉士  岩間英輝 

峡南圏域研修会(会場：峡南保健所) 

富士東部圏域研修会(会場：富士東部保健所) 

中北圏域研修会（会場：中北保健所 峡北支所） 

中北圏域研修会（会場：ぴゅあ総合） 

峡東圏域研修会(会場：峡東保健所) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27人 

25人 

41人 

57人 

52人 

11/17 高次脳機能障害者支援センター講演会 

「脳を活かし守る」 

 講師：松戸市病院事業管理者  植村研一 先生 

 会場：山梨県立大学 池田キャンパス 講堂 

110名 



支援手法に関する研修 

• 専門職向けの研修 
県内専門職（主にOT)を対象にした研修を開催 
月1回開催（10回開催予定） 
H24年度（支援手法）10回 のべ203名参加 

 

• 関係団体への研修講師派遣 

相談支援事業所、自立支援協議会、老人保健施設
協会、作業療法士会、施設内研修等 



地域支援ネットワークの充実 

「既存のネットワークを活かし有効に活用する」 

「普及啓発、研修、相談支援を通じ地域支援ネットワーク
の整備に取り組む」 

取り組み 
• 個別支援事例を通じての具体的な支援の連携 
• 県および市の自立支援協議会への参加 
• 職能団体、専門職職能団体等への協力要請 
• 圏域マネジャー（相談支援体制整備事業）との連携 

• 関係機関（県、市町村、免許センター、新聞社、ＣＡＴＶ
等）への協力要請 
 



地域全体の取り組み、意識が高
次脳機能障害者支援を推進して
いく。 

高次脳機能障害者個々の課題
に対して支援が提供できる。
（高次脳機能障害者支援に必

要な体制になる） 

個々の高次脳機能障害者が必
要としている支援方法を見出し
提供できる 

高次脳機能障害者支援における課題解決の方向性 

地域の取り
組み・意識  

 

医療・福祉・
行政（制度・
機関等）のシ
ステム・事情 

個別 

事情 

個別事情への対応だけでは解決しない。 
普遍的なシステムの構築を目指す。 



山梨県の紹介 

面積：4,465.37㎢（県土の78％が森林）  
人口：845,858人（H25.12.1現在） 331,564世帯 
高次脳機能障害者数：2,500人（推計 H21年度実態調査） 



山梨県では自動車は生活必需品 

運転免許保有者と自動車保有台数 

845,858  

595,241  

740,599  

人口（人） 運転免許保有者（人） 自動車保有台数（台） 

127,339,000  

81,215,266  80,280,782  

人口（人） 運転免許保有者（人） 自動車保有台数（台） 

全国 



人口（人） ％ 備考 

全 国 １２７，３３９，０００ （Ｈ25.7.1現在確定値 総務省統計局） 

山梨県 ８４５，８５８ 0.7% （Ｈ25.12.1現在 山梨県ＨＰ） 

運転免許保有者（人） 人口比 

全 国 ８１，２１５，２６６ 63.8％ （Ｈ23年末現在 警視庁ＨＰ） 

山梨県 ５９５，２４１ 70.4％ （Ｈ23年末現在 山梨県ＨＰ） 

自動車保有台数（台） 免許保有者比 

全 国 ８０，２８０，７８２ 98.8％ （Ｈ25.10現在 国土交通省） 

山梨県 ７４０，５９９ 124.4％ （Ｈ24.12.31現在 山梨県ＨＰ） 


